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林
野
労
組
は
2
月
22
日
、
東
京

・
林
野
会
館
で
、
第
16
回
中
央
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

中
央
委
員
会
は
鳴
川
副
中
央
執

行
委
員
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま

り
、
議
長
団
に
山
田
明
裕
（
本

庁
）、
兼
子
公
博
（
北
海
道
）
両

中
央
委
員
を
選
出
し
議
事
に
入
り

ま
し
た
。

冒
頭
、
篠
原
中
央
執
行
委
員
長

は
、
国
会
情
勢
、
一
般
林
政
課

題
、
国
有
林
野
事
業
の
課
題
等
に

つ
い
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
神
谷
裕
衆
議

院
議
員
（
立
憲
民
主
党
）、
篠
原

孝
衆
議
院
議
員
（
国
民
民
主

党
）、
吉
田
忠
智
参
議
院
議
員（
社

会
民
主
党
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
連

帯
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
村
書
記
長
が
総
括

・
運
動
方
針
案
（
要
旨
は
別
掲
）

を
提
案
。
ま
た
、
三
品
財
政
部
長

よ
り
、
中
間
決
算
、
暫
定
予
算
案

の
報
告
・
提
案
が
あ
り
、
関
会
計

監
査
委
員
か
ら
会
計
監
査
報
告
を

受
け
ま
し
た
。

質
疑
討
論
で
は
、
非
常
勤
職
員

の
雇
用
や
林
道
維
持
・
修
繕
に
必

要
な
予
算
の
確
保
、
赴
任
旅
費
の

実
費
支
給
や
超
勤
縮
減
の
実
現
等

を
求
め
る
地
本
意
見
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
（
要
旨
は
別

掲
）、
全
て
の
議
案
が
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
最
後
に
、
諸
課
題

の
有
利
解
決
に
向
け
た
春
闘
へ
の

決
意
を
込
め
、
篠
原
委
員
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
ま
し
た
。

課課
題題
解解
決決
にに
向向
けけ
意意
思思
統統
一一

篠篠
原原
中中
央央
執執
行行
委委
員員
長長
挨挨
拶拶（（
概概
要要
））

（
国
会
情
勢
）

安
倍
政
権
は
、「
未
来
投
資
会

議
」
な
ど
に
、
規
制
緩
和
に
絡
む

利
害
関
係
者
や
、
首
相
に
近
い
人

物
を
入
れ
、
国
会
の
場
で
決
め
る

べ
き
政
策
を
、
官
邸
主
導
で
強
引

に
押
し
進
め
る
な
ど
、
政
治
の
私

物
化
と
も
言
う
べ
き
手
法
で
、
行

政
ま
で
歪
め
る
よ
う
な
政
治
を
続

け
て
い
る
。
昨
年
末
か
ら
は
、「
桜

を
見
る
会
」
の
一
連
の
問
題
に
加

え
、
Ｉ
Ｒ
汚
職
事
件
な
ど
の
問
題

が
噴
出
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
切
、
そ
の
解
決
に
向
け
た

姿
勢
を
示
し
て
い
な
い
。
立
憲
民

主
党
・
国
民
民
主
党
・
社
会
民
主

党
、
3
党
に
は
、
政
権
を
退
陣
に

追
い
込
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

お
願
い
し
た
い
。

（
一
般
林
政
課
題
）

「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が
、
昨

年
9
月
に
、
各
自
治
体
に
譲
与
さ

れ
た
。
結
果
を
見
る
と
、
私
達
が

危
惧
し
て
い
た
よ
う
に
、「
こ
れ

ま
で
の
林
業
施
策
で
は
、
対
応
で

き
な
か
っ
た
森
林
整
備
に
資
す

る
」
と
の
主
旨
と
は
、
か
け
離
れ

て
い
る
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
の

譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0

年
度
税
制
改
正
大
綱
に
お
い
て
、

譲
与
額
を
前
倒
し
で
増
額
す
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
た
。
増
額
措
置
等

に
関
わ
っ
て
は
、
通
常
国
会
に

「
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
に
関
す
る
法
律
の
改
正
案
」

が
提
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回

明
ら
か
に
な
っ
た
、「
総
体
的

に
、
人
口
が
多
い
市
町
村
へ
の
譲

与
額
が
多
く
な
る
」
こ
と
の
改
善

に
向
け
、
①
人
口
割
り
30
％
の
配

算
比
率
の
見
直
し
を
は
じ
め
、
②

市
町
村
段
階
で
の
林
業
技
術
者
の

配
置
・
育
成
、
③
現
場
林
業
労
働

者
の
育
成
・
確
保
、
労
働
条
件
の

改
善
に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、引
き
続
き
、

「
森
林
環
境
政
策
議
員
懇
談
会
」

等
を
通
じ
た
、国
会
対
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
国
有
林
野
事
業
の
課
題
）

「
樹
木
採
取
権
制
度
」
に
つ
い

て
は
、
来
投
資
会
議
の
下
に
置
か

れ
て
い
る
「
構
造
改
革
徹
底
推
進

会
合
」
に
お
い
て
、
竹
中
平
蔵
氏

が
、
進
捗
状
況
等
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

動
き
に
対
し
、本
部
は
、林
野
庁
に

対
し
て
、「
国
有
林
管
理
経
営
法

の
一
部
改
正
」
に
関
わ
る
「
附
帯

決
議
」
を
踏
ま
え
た
対
応
を
、
確

実
に
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

今
後
は
、
労
使
交
渉
に
お
い
て
、

具
体
的
対
策
を
求
め
る
と
と
も

に
、
官
邸
等
か
ら
の
圧
力
が
大
き

く
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
各
政
党

や
森
林
環
境
政
策
議
員
懇
と
の
連

携
を
強
め
、取
り
組
み
を
進
め
る
。

本
日
は
、「
抱
え
て
い
る
課
題

解
決
に
向
け
、
し
っ
か
り
意
思
統

一
を
図
る
」、
そ
う
し
た
決
意
を

固
め
あ
い
、
組
合
員
と
一
緒
に
な

っ
て
闘
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
中

央
委
員
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

第16回定期中央委員会の冒頭で挨拶をする篠原委員長

中
央
委
員
会
決
定
を
職
場
に
徹
底
し
よ
う

議長団 左から山田・兼子両中央委員

第
16
回
定
期
中
央
委
員
会
を
開
催

神谷裕衆議院議員
（立憲民主党）

一
般
林
政
課
題

「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」
に

基
づ
く
森
林
・
林
業
・
木
材
関
連

産
業
施
策
の
具
体
的
展
開
を
求
め

る
取
り
組
み
を
進
め
る
。

森
林
環
境
譲
与
税
に
つ
い
て

は
、
総
体
的
に
人
口
が
多
い
市
町

村
等
の
譲
与
額
が
大
き
く
な
る
傾

向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
譲
与
基
準

の
見
直
し
を
求
め
取
り
組
み
を
進

め
る
。

森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て

は
、
国
に
よ
る
市
町
村
の
体
制
整

備
や
林
業
労
働
力
の
育
成
・
確
保

な
ど
、「
森
林
経
営
管
理
法
」「
森

林
環
境
税
・
譲
与
税
法
」
の
附
帯

決
議
を
踏
ま
え
た
対
策
の
具
体
化

を
求
め
、
関
係
労
組
、
関
係
団
体

と
連
携
し
て
国
会
、
林
野
庁
対
策

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ま
た
、

林
業
関
係
者
が
意
見
交
換
で
き
る

「
協
議
会
」
の
結
成
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
。

国
有
林
野
事
業
の
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み

国
有
林
へ
の
新
た
な
民
間
活
力

の
導
入
に
係
る
「
樹
木
採
取
権
」

つ
い
て
は
、
業
務
運
営
に
係
わ
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
と

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
、
課
題
整
理
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
る
。

組
織
・
定
員
関
係
に
つ
い
て

は
、
空
席
ポ
ス
ト
の
増
大
等
に
よ

っ
て
、
労
働
過
重
と
な
っ
て
い
る

職
場
実
態
を
踏
ま
え
、
現
場
管
理

機
能
の
強
化
を
求
め
て
交
渉
を
進

め
る
。
ま
た
、
定
員
削
減
や
級
の

切
り
下
げ
等
に
歯
止
め
を
か
け
る

よ
う
、
林
野
庁
に
国
有
林
野
事
業

の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
現
場
管
理

機
能
の
全
体
像
を
示
さ
せ
る
と
と

も
に
、
地
域
技
術
官
の
配
置
に
向

け
局
を
指
導
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、

現
場
要
員
の
配
置
の
あ
り
方
や
人

材
育
成
等
に
向
け
た
具
体
的
な
対

策
を
求
め
る
。

2
0
2
0
年
度
度
事
業
予
定
に

つ
い
て
は
、
業
務
量
の
増
加
、
定

員
削
減
等
に
起
因
す
る
職
場
段
階

に
お
け
る
課
題
の
解
消
等
に
つ
い

て
、
非
常
勤
職
員
予
算
の
拡
大
、

事
業
運
営
経
費
の
確
保
を
図
り
、

事
業
実
行
体
制
を
確
保
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
ま
た
、
林
道
の
維
持

・
修
繕
経
費
に
つ
い
て
は
、
職
場

の
意
見
・
要
求
に
基
づ
く
予
算
措

置
を
求
め
交
渉
を
進
め
る
。

生
命
と
健
康
を
守
る
取
り
組
み

健
康
安
全
協
議
会
の
毎
月
開
催

の
拡
大
・
定
着
と
、
職
場
の
実
態

・
実
情
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
の

徹
底
・
強
化
を
求
め
取
り
組
み
を

進
め
る
。

2
0
2
0
春
季
生
活
闘
争

公
務
公
共
部
門
労
働
者
の
生
活

実
態
に
関
す
る
調
査
を
踏
ま
え
つ

つ
、
連
合
の
方
針
及
び
公
務
労
協

・
国
公
関
係
部
会
、
公
務
員
連
絡

会
に
お
け
る
対
応
を
重
視
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
。
林
野
労
組
の

個
別
課
題
の
解
消
に
向
け
た
人
事

院
交
渉
に
つ
い
て
は
、
級
別
定
数

の
維
持
や
森
林
官
の
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
、
森
林
技
術
員
の
処
遇
改

善
、
山
上
等
作
業
手
当
の
適
用
業

務
拡
大
等
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

交
渉
を
進
め
る
。

赴
任
旅
費
に
係
る
移
転
費
用
の

課
題
に
つ
い
て
は
、
国
公
関
係
部

会
が
内
閣
人
事
局
に
対
す
る
要
求

事
項
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
連
携
を
図
り
、
制
度
改

善
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

闘
う
組
織
態
勢
の
確
立

組
織
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ

の
間
の
意
思
統
一
に
基
づ
い
て
、

新
規
採
用
者
対
策
、
未
加
入
者
対

策
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、「
別
途
議

案
書
1

今
後
の
組
織
態
勢
の
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
に
基
づ
き
取
り
組
み
を
強
化

す
る
。

書書
記記
長長
議議
案案
提提
案案（（
要要
旨旨
））

職
場
等
の
課
題
を
追
及
し
て
い
く

篠原孝衆議院議員
（国民民主党）

吉田忠智参議院議員
（社会民主党）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
を
防
ぐ
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
人
と
人
と
の
接
触
を
減
ら
す

た
め
、
出
勤
せ
ず
に
自
宅
で
働
く

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
が
推
奨
さ
れ

て
い
る
。
我
が
職
場
で
も
近
年
調

達
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
が
シ
ン

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
端
末
に
な
り
、
よ

り
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
で
き
る
環

境
が
整
い
つ
つ
あ
る
。
▼
実
際
に

テ
レ
ワ
ー
ク
を
や
っ
て
み
る
と
、

自
宅
に
い
て
も
普
段
の
メ
ー
ル
環

境
が
使
え
、
ま
た
共
有
フ
ォ
ル
ダ

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
た
め
、

想
像
以
上
に
通
常
の
業
務
が
で
き

る
。
慣
れ
た
業
務
な
ら
こ
れ
で
も

十
分
に
対
応
可
能
だ
。
▼
た
だ
、

い
つ
も
慣
れ
た
業
務
ば
か
り
と
は

限
ら
な
い
。
は
じ
め
て
の
業
務

で
、
ち
ょ
っ
と
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
も
、
い

つ
も
な
ら
担
当
者
の
席
に
行
き
サ

ク
ッ
と
確
認
で
き
る
の
だ
が
、
テ

レ
ワ
ー
ク
中
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
電
話
を
し
て
も
、「
相
手
も

テ
レ
ワ
ー
ク
。」
な
ん
て
こ
と

も
。
こ
う
な
る
と
ち
ょ
っ
と
お
手

上
げ
。
メ
ー
ル
で
の
や
り
取
り
に

な
る
の
だ
が
、
文
字
を
打
っ
た
り

す
る
分
、
作
業
が
進
ま
な
い
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
▼
テ
レ
ワ
ー
ク
。

出
産
育
児
な
ど
で
時
間
的
に
制
約

の
多
い
方
向
け
の
活
用
な
ど
、
こ

れ
か
ら
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く

の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
宅
に
い

る
こ
と
で
、
勤
務
時
間
や
仕
事
ぶ

り
が
管
理
者
か
ら
は
見
え
に
く
く

な
る
。
現
下
の
よ
う
な
状
況
で

は
、
業
務
を
継
続
す
る
有
効
な
手

段
と
し
て
推
奨
す
る
こ
と
は
よ
い

こ
と
だ
が
、
労
働
過
重
に
な
ら
な

い
よ
う
な
対
策
も
き
ち
ん
と
講
じ

る
必
要
が
あ
る
。

（
眠
丁
）
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